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水第３号議案 

   横浜市水道条例の一部改正 

 横浜市水道条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

   平成30年12月６日提出 

                 横浜市長 林   文 子 

横浜市条例（番号） 

   横浜市水道条例の一部を改正する条例 

横浜市水道条例（昭和33年４月横浜市条例第12号）の一部を次の

ように改正する。 

第26条第１項並びに第31条第１項第１号ア及び第２号ア中「1.08

」を「 1.1 」に改める。 

第34条の２第１項第１号中「81,000円」を「82,500円」に改め、

同号の表中 

「              「 

 

 

                             

 

             」               」 

改め、同条第２項各号中「 162,000 円」を「 165,000 円」に改める

。 

付則第６項及び第７項中「81,000円」を「82,500円」に改める。 

付則第８項中「 162,000 円」を「 165,000 円」に、「81,000円」

を「82,500円」に改める。 

附 則 

            162,000 円 

           1,377,000 円 

           2,106,000 円 

           5,022,000 円 

           8,586,000 円 

          19,440,000 円 

 

            165,000 円 

           1,402,500 円 

           2,145,000 円 

           5,115,000 円 

           8,745,000 円 

          19,800,000 円 

  

を  に  
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（施行期日） 

１ この条例は、平成31年10月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の横浜市水道条例（以下「新条例」とい

う。）第26条第１項及び第31条第１項の規定は、この条例の施行

の日（以下「施行日」という。）以後の使用に係る水道料金につ

いて適用し、施行日前の使用に係る水道料金については、なお従

前の例による。 

３ 施行日前から継続して給水を受けている者に係る水道料金であ

って、施行日から平成31年10月31日までの間にその額が確定する

もの（施行日以後初めて水道料金の額が確定する日が同月31日後

であるもの（以下「特定水道料金」という。）にあっては、当該

確定したもののうち、次項で定める部分）に係る新条例第26条第

１項及び第31条第１項に規定する率については、前項の規定にか

かわらず、なお従前のとおりとする。 

４ 特定水道料金のうち、前項の規定によりなお従前のとおりの率

を適用する部分は、特定水道料金の額を前回確定日（その直前の

水道料金の額が確定した日をいう。以下この項において同じ。）

から特定水道料金の額が確定する日までの期間の月数で除し、こ

れに前回確定日から平成31年10月31日までの期間の月数を乗じて

計算した金額に係る部分とする。 

５ 前項の月数は、暦に従って計算し、１月に満たない端数を生じ

たときは、これを１月とする。 

６ 新条例第34条の２及び付則第６項から第８項までの規定は、施

行日以後の申込みに係る水道利用加入金について適用し、施行日
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前の申込みに係る水道利用加入金については、なお従前の例によ

る。 

 

   提 案 理 由 

 水道料金等について消費税及び地方消費税相当分を改定するため

、横浜市水道条例の一部を改正したいので提案する。 
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 参  考  

   横 浜 市 水 道 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案    
                    (下 段  現  行) 

 （ 料 金 ） 

第 26 条  料 金 は 、 使 用 期 間 １ 月 に つ き 次 の 表 に 定 め る と こ ろ に よ り 

 1.1  
算 定 し た 額 に   を 乗 じ て 得 た 額 と し 、 １ 円 未 満 の 端 数 が あ る と 

1.08  

き は 、 こ れ を 切 り 捨 て る 。 た だ し 、 使 用 期 間 が １ 月 に 満 た な い 場 

合 の 料 金 は １ 月 と み な す 。 

（ 表 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

（ 料 金 算 定 の 特 例 ） 

第 31 条  メ ー タ ー 点 検 例 日 か ら 次 の 点 検 例 日 ま で の 期 間 の 中 途 に お 

い て 給 水 装 置 の 使 用 を 開 始 し 、 廃 止 し 、 又 は 中 止 し た と き の 料 金 

は 、 第 26 条 第 １ 項 た だ し 書 の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 

め る と こ ろ に よ る 。 た だ し 、 メ ー タ ー の 呼 び 径 50 以 上 の も の に つ 

い て は 、 こ の 限 り で な い 。 

(1)  使 用 期 間 が １ 月 に 満 た な い 場 合 

 ア  使 用 日 数 が 15 日 以 内 で 、 か つ 、 使 用 水 量 が １ 月 の 最 低 使 用 

水 量 の ２ 分 の １ の 水 量 を 超 え な い と き の 料 金 は 、 当 該 給 水 装 

置 の 種 類 に 応 じ 第 26 条 の 表 に 掲 げ る 基 本 料 金 の 額 の ２ 分 の １ 

      1.1  
の 額 に   を 乗 じ て 得 た 額 と し 、 １ 円 未 満 の 端 数 が あ る と き 

      1.08  

は 、 こ れ を 切 り 捨 て る 。 

  （ イ 省 略 ） 

(2)  使 用 期 間 が ２ 月 に 満 た な い 場 合 

ア  使 用 日 数 が 31 日 以 上 45 日 以 内 で 、 か つ 、 使 用 水 量 が １ 月 の 

最 低 使 用 水 量 の ２ 分 の ３ の 水 量 を 超 え な い と き の 料 金 は 、 当 
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該 給 水 装 置 の 種 類 に 応 じ 第 26 条 の 表 に 掲 げ る 基 本 料 金 の 額 の 

          1.1  
２ 分 の ３ の 額 に   を 乗 じ て 得 た 額 と し 、 １ 円 未 満 の 端 数 が 

1.08  

あ る と き は 、 こ れ を 切 り 捨 て る 。 

（ イ 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

（ 水 道 利 用 加 入 金 ） 

第 34 条 の ２  給 水 装 置 （ 私 設 消 火 せ ん を 除 く 。） の 新 設 工 事 及 び 改 

造 工 事 （ メ ー タ ー の 呼 び 径 を 増 す も の に 限 る 。 以 下 同 じ 。） の 申 

込 者 は 、 次 に 定 め る 額 を 水 道 利 用 加 入 金 （ 以 下 「 加 入 金 」 と い う 

。） と し て 納 入 し な け れ ば な ら な い 。 

(1)  新 設 工 事  メ ー タ ー の 呼 び 径 に 応 じ 次 に 掲 げ る 額 。 た だ し 、 

メ ー タ ー の 呼 び 径 が 25 以 下 の 家 事 用 の 専 用 給 水 装 置 に つ い て は 

、 申 込 者 が 引 き 続 き ３ 年 以 上 市 内 に 住 所 を 有 す る 者 で あ る 場 合 

    82,500 円 
は 、     と す る 。 

81,000 円  
 

  メ ー タ ー の 呼 び 径      加  入  金  の  額    

25 以下  
               165,000 円 

                162,000 円 

40 囗         
              1,402,500 円 

               1,377,000 円 

50 囗      
              2,145,000 円 

               2,106,000 円 

75 囗      
              5,115,000 円 

               5,022,000 円 

100      
              8,745,000 円 

               8,586,000 円 

150      
              19,800,000 円 

              19,440,000 円 

              （省         略）               
 

  （ 第 ２ 号 省 略 ） 

２  共 同 住 宅 に 設 置 す る 給 水 装 置 の 新 設 工 事 、 改 造 工 事 及 び 増 設 工 

事 （ 共 同 住 宅 の 戸 数 が 増 加 し た た め 必 要 に な っ た も の に 限 る 。）  
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の 申 込 者 は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 に 定 め る 額 を 加 

入 金 と し て 納 入 し な け れ ば な ら な い 。 

        165,000 円 
(1)  新 設 工 事      に 当 該 共 同 住 宅 の 戸 数 を 乗 じ て 得 た 額 

162,000 円 

              165,000 円 
(2)  改 造 工 事 及 び 増 設 工 事      に 当 該 共 同 住 宅 の 増 加 戸 数 

162,000 円 

を 乗 じ て 得 た 額 

  （ 第 ３ 項 か ら 第 ５ 項 ま で 省 略 ） 

   付  則 

（ 第 １ 項 か ら 第 ５ 項 ま で 省 略 ） 

（ 家 事 用 の 専 用 給 水 装 置 の 新 設 工 事 等 に 係 る 暫 定 水 道 利 用 加 入 金  

）  

６  メ ー タ ー の 呼 び 径 が 25 以 下 の 家 事 用 の 専 用 給 水 装 置 （ 共 同 住 宅 

 に 設 置 す る も の を 除 く 。） の 新 設 工 事 （ 引 き 続 き ３ 年 以 上 市 内 に 

 住 所 を 有 す る 者 が 申 し 込 む も の を 除 く 。） に 係 る 加 入 金 の 額 に つ 

 い て は 、 当 分 の 間 、 第 34 条 の ２ 第 １ 項 第 １ 号 本 文 の 規 定 に か か わ 

    82,500 円 
 ら ず 、     と す る 。 
    81,000 円 

７  前 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け た 家 事 用 の 専 用 給 水 装 置 の 改 造 工 事 に 

 係 る 加 入 金 の 額 に 係 る 第 34 条 の ２ 第 １ 項 第 ２ 号 の 規 定 の 適 用 に つ 

 い て は 、 同 号 中 「 前 号 に 規 定 す る 額 」 と あ る の は 、 「 前 号 に 規 定 

 す る 額 （ た だ し 、 メ ー タ ー の 呼 び 径 が 25 以 下 の も の に あ っ て は 、 

 82,500 円 
     と す る 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。）」 と す る 。 
 81,000 円 

８  第 34 条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 分 の 間 、 同 項 各 

    165,000 円         82,500 円 
 号 中 「     」 と あ る の は 、 「     」 と す る 。 
    162,000 円         81,000 円 

   （ 第 ９ 項 省 略 ） 

148




